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  ＜写真２：公開授業（保小中地域交流授業）＞ 

＜資料 ：4 つの視点（稜南中学校区「幼・保、小、中連携」全体構想より）＞ 

＜写真１：公開授業（幼保小交流授業）＞ 

Ⅳ 幼・保等、小、中連携の充実 

１ 幼・保等、小、中連携の強化 

（１）今年度の課題 

ア 各中学校区における実態を踏まえた効果的な交流授業の実施を図る。 

イ 実態に応じた連携カリキュラムや連携方法の見直しを図る。 

ウ 生徒指導に関する情報の共有化と連携の更なる推進を図る。 

（２）課題解決に向けた取組 

ア 連携セミナーにおいて、実践校での公開授業、取組を紹介し、各中学校区におけ

る確実な実践に向け、実態を踏まえた効果的な交流授業の充実を図る。 

イ 連携セミナーや就学前教育担当者会等において、各中学校区における実態に応じ

た基本的な生活・学習習慣の定着等の取組についての協議の場の設定、講話等によ

り連携カリキュラムや連携方法の見直しを図る。 

（３）取組の実際 

ア 各中学校区における実態を踏まえた効果的な交流授業の実施 

各中学校区における実態を踏まえた取組として、本年度、天草市立稜南中学校・

天草市立亀川小学校・天草市立楠浦小学校を会場に開催した幼・保等、小、中連

携セミナーにおける稜南中学

校区の取組を紹介する。 

本校区では、１中学校、２小

学校、１幼稚園、５保育園で、

「育ち・学びの連続性から、各

成長・発達段階において最低身

に付けさせたい行動目標を整

理し、それぞれが責任を持って

目標を達成することによって、

たくましく心豊かな子どもを

育成する」を目標に、「こころ

の視点（児童会・生徒会）」「く

らしの視点（生徒指導）」「まなびの視点（学力充実）」「いのちの視点（健康・人

権教育）」の４つの視点から、目標達成に向けた取組が進められている。 

連携セミナー当日の午前の部では、５つの公開授

業と３つの分科会が行われた。幼保小連携を視点と

して亀場小学校１年生の生活科の授業では、亀場幼

稚園、亀川保育園、愛隣保育園、枦宇土保育園、宮

地岳保育園との交流が行われた。自然物を利用して

作った遊び道具などを使って遊び、表現するなどの

活動を通して、小学生と園児が交流を楽しみ、小学

生が年長児を温かく迎え入れる気持ちをはぐくむ

こと、園児が就学に期待感を持てるようにすること

をねらいとして行われた。 

保小中地域連携を視点として楠浦小学校１・２年

生の生活科の授業では、児童と園児が地域のゲスト

ティーチャーに昔遊びを教えていただいた。また、

稜南中学校１年生を招待して楠浦小学校の児童が

地域に伝わる「堀切唄踊り」を発表する交流活動も
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＜資料 ：取組の結果＞ 

＜資料１：「稜南中学校区における幼・保等、小、中連携新カリキュラム」＞ 

行われた。これらの活動を通して、子どもたちは地域の良さを知ると同時に地域

を大切にする心を持つこと、地域の方は地域の文化を次世代に継承していくこと

という双方向で意義ある活動が図られていた。 

小中連携を視点として稜南中学校の特別活動の授業では、校区の特別支援学級

の児童生徒の合同交流会が行われた。小中９年間の見通しを持ち、段階的な移行

支援につなげるための連携・展開が図られていた。 

公開授業を通して、これまでの連携・交流の成果が子どもたちの育ちの姿とし

てうかがえた。 

午後の部は、「幼・保等、小、中連携の充実に向けて」と題しての行政説明と、

稜南中学校区での全体取組発表及び特色ある実践の発表が行われた。「こころの視

点」「くらしの視点」「まなびの視点」「いのちの視点」の４つの視点について各学

校、幼稚園、保育園での職員相互の授業参観や情報交換、交流活動等の具体的な

実践内容及び取組における結果が発表された。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 実態に応じた連携カリキュラムや連携方法の見直し 

稜南中学校区では平成２０年に幼・保・小・中連携推進協議会（略称「すくす

く稜南会）」を立ち上げ、校区の実態にあわせて、地域人材の活用と連携カリキュ

ラムを活用した幼・保、小、中連携に取り組まれている。連携カリキュラムでは、

４つの視点での取組の担当を明らかにするとともに、取組内容を発達段階に応じ

て具体的に示し、「稜南中学校区における幼・保等、小、中連携新カリキュラム」

として連携カリキュラムを見なおしてある。この連携カリキュラムを活用し、幼・ 

保、小、中と家庭・地域が連携した取組が進められている。 
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＜表１:基本的な生活習慣の定着状況＞ 

＜資料 ：スタートカリキュラムのマネジメント＞ 

天草管内においては、一つの中学校区を除いたすべての中学校区において、連

携協議会の設置、連携カリキュラムの作成が完了し、カリキュラムに沿った連携

活動が進められている。 

しかしながら、児童生徒等の減少、社会の変化など地域や子どもたちの実態は、

常に変化している。距離等の事情から、直接の交流が難しい実態がある場合は、「行

動連携」よりも「目標連携」に重点を置き、それぞれの実態に応じた連携体制づ

くりが必要となる。また、児童生徒の減少に伴い、今後も学校の統廃合が予想さ

れるが、統合初年度から連携カリキュラムに沿った活動が進められるよう準備を

していく必要がある。 

幼稚園・保育所（園）と小学校の連携のためのカリキュラムである「スタート

カリキュラム」を活用した取組については、校区内に幼・保等を有するすべての

小学校において、スタートカリキュラムが作成されており、それを活用した取組

が推進されている。今後は、前年度の課題や新入学児童の実態を踏まえて、スタ

ートカリキュラムを見直し、活用していく必要がある。 

なお、スタートカリキュラムの見直しに当たっては、幼、小の教育の目標を「学

びの基礎力の育成」という一つのつながりとして捉え、幼稚園・保育所（園）と

の連携の中で進めていただくことをお願

いしたい。 

小中学校間の連携については、小中合同

の行事への取組や教員の乗り入れ授業等、

緊密な情報交換や交流によって、円滑な接

続を意識した取組が行われている学校が

増えてきている。今後も、中１ギャップの

未然防止に向けて、生活習慣・学習習慣・

学習内容の定着等を連続して考え、県学力

調査（質問紙調査を含む）等の結果も参考

にして、円滑な接続となるよう取組を工夫

する必要がある。 

 

ウ 生徒指導に関する情報の共有化と連携の更なる推進 

幼・保等、小、中連携を推進し円滑な接続を図るうえで、特に生徒指導に関す

る情報の共有化を図ることが重要である。また、日常的に生徒指導に関する連携

を深め、児童生徒の指導にあたることが重要であると考える。 

生徒指導に関する情報の共有を推進するために、基本的な生活・学習習慣の定

着等、生徒指導に関する情報の共有を一層推進していただきたい。 

基本的な生活習慣の定着については、平成２６年３月に策定された「第２期く

まもと『夢への架け橋』教育プラン」（熊本県教育振興計画）において、数値目標

として「夜１０時前までに就寝する子どもの割合」を現状値（平成２４年度）の

７３．６％から、平成３０年度には７７％にすることが示されている。 

天草管内の状況として

は、午後１０時前に就寝す

る子ども（小１～小３）の

割合は、７５％である（表

１）。午後１０時前就寝が

できていないと回答した

項 目 Ｈ２６ Ｈ２７ 

午後１０時前に就寝する子ども  

（小１～小３）の割合 
７３％ ７５％ 

（H26､27 熊本県就学前教育振興・充実に係る実態調査から） 
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＜資料１:Ｈ27「くまもとキッズウィーク」啓発資料＞ 

保護者がその理由として選択したもので一番多かったのは、昨年度同様「午後１

０時前に寝かせたいが、家族の生活時間に合わせてしまい、子どもの寝る時刻が

遅くなるから」であり、子どもの睡眠時間が依然として家族の生活に影響されて

いる実態がうかがえる。 

基本的生活習慣は、「生きる力」の土

台となるものであり、本来、家庭で身に

つけるべきものではあるが、学校からの

働きかけや地域ぐるみの取組が家庭へ

の大きな手助けとなる。そこで、子ども

たちの基本的生活習慣を改善するため

には、中学校区で連携して取り組み、科

学的根拠を分かりやすく示すことなど

が効果的と考えられる。保護者会や学

校・学級便り等で身体の発育・成長、心

の安定、学力に大きな影響を与えること

を、わかりやすく、繰り返し伝えること

を推進していただきたい。 

 

 （４）成果と課題 

      ア 成果 

 ほとんどの中学校区において連絡

協議会が設置されており、連携カリキ

ュラムが作成・活用されている。また、地域や各校区における実態を踏まえ、

連携カリキュラムや連携方法等の見直し、交流授業に取り組んでいる学校が

あった。 

   イ 課題 

 学校の統廃合が進む中、地域によっては交流の機会が地理的に難しくなっ

てきている。一方、連携の対象が１校となり、連携がしやすくなった地域も

ある。地域の実態に応じた連携の方向性を明確にするとともに、地域人材を

活用した効果的な交流授業など地域との連携を深めていく必要がある。 

 

 （５）次年度へ向けた重点課題 

○ 連携カリキュラムを見直し、地域と一体となった幼・保等、小、中連携を推進

する。 

＜参考資料＞ 

・「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」 

(幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議)平成２２年 11 月 11 日 

・肥後っ子かがやきプラン（改訂版） 熊本県教育委員会 平成２３年３月 

・「スタートカリキュラム スタートブック」 国立教育政策研究所 平成２７年１月 


